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『
小
学
校
ダ
ン
ス
教
室
』

　

７
月
13
日

（火）
～
15
日

（水）
の
３
日

間
、
小
学
校
体
育
館
で
ダ
ン
ス
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
文
化
庁
の

「
文
化
芸
術
に
よ
る
子
供
育
成
総
合

事
業（
芸
術
家
の
派
遣
事
業
）」と

し
て
行
わ
れ
、
株
式
会
社
演え

ん
ぶ舞

麗れ

む夢
の
講
師
４
名
と
、
島
内
か
ら

２
名
の
講
師
が
児
童
に
ダ
ン
ス
を

教
え
て
い
ま
し
た
。
昨
年
12
月
に

１
回
目
の
ダ
ン
ス
教
室
が
行
わ
れ
、

今
回
２
回
目
で
し
た
。

　

低
学
年
・
中
学
年
・
高
学
年
に

分
か
れ
、
児
童
は
ダ
ン
ス
を
楽
し

そ
う
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

『
海
上
安
全
祈
願
祭
』

　

７
月
15
日

（水）
、

前
浜
デ
ッ
キ
前

で
海
上
安
全
祈

願
祭
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
が

平
穏
無
事
で
あ

る
よ
う
祈
願
す

る
も
の
で
、
今
回
で
３
年
目
と
な

り
ま
し
た
。

　
神
職
に
よ
る
祈
祷
の
後
、村
長
と

観
光
協
会
長
、
漁
協
組
合
長
が
代

表
し
て
玉た

ま
ぐ
し串
奉ほ

う
て
ん奠
を
行
い
ま
し
た
。

『
神
津
島
星
空
保
護
区

賛
同
書
授
与
』

　

７
月
27
日

（月）
、
東
京
都
庁
知
事

室
で
神
津
島
の
星
空
保
護
区
認
定

申
請
に
必
要
な
東
京
都
の
賛
同
書

が
小
池
都
知
事

か
ら
前
田
村
長

に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
星
空
保
護
区

は
世
界
各
国
の

１
２
０
ヶ
所
が

認
定
を
受
け
て

い
て
、
世
界
的

に
も
知
名
度
の

あ
る
認
定
制
度

で
す
。
神
津
島
で
は
星
空
保
護
区

認
定
に
向
け
て
村
内
の
街
灯
の
３

分
の
２
の
交
換
を
完
了
し
、
認
定

に
必
要
な
条
件
を
満
た
し
、
８
月

24
日

（月）
、
東
京
都
の
賛
同
書
を
添

え
て
国
際
ダ
ー
ク
ス
カ
イ
協
会
に

申
請
を
行
う
予
定
で
す
。

『
物
忌
奈
命
神
社	

例
大
祭
』

　

８
月
１
日

（土）
～
３
日

（月）
、
物
忌

奈
命
神
社
で
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
は
感
染
症
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
直な

お
ら
い会
と
神
事
か
つ
お
釣
り

が
中
止
と
な
り
、
神
事
の
み
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
神
事
は
密
に
な
ら
な
い
よ
う
距

離
を
取
り
な
が
ら
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

島
の
コ
ラ
ム

『
神
津
島
港
の
歴
史
』

　
本
土
と
島
を
つ
な
ぐ
神
津
島
港

は
暮
ら
し
を
支
え
る
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
す
。
今
や
、
大
型
船
や

Ｊ
Ｆ
船
が
接
岸
す
る
大
き
な
港
と

な
り
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
経

緯
を
経
て
来
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
港
の
歴
史
は
村
民
の
港
を
造
り

た
い
と
い
う
強
い
思
い
の
下
に
、

１
９
２
５
年
に
村
の
単
独
事
業
と

し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

当
時
は
ま
だ
国
や
東
京
都
の
補
助

対
策
が
一
切
な
く
、
村
の
財
政
も

困
窮
し
て
い
た
た
め
、
工
事
は
困

難
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な

状
況
で
も
村
民
や
工
事
担
当
者
は

知
恵
を
出
し
合
い
、
基
礎
と
な
る

防
波
堤
を
全
力
で
造
り
あ
げ
ま
し

た
。
１
９
３
１
年
に
よ
う
や
く
東

京
都
の
補
助
対
象
と
な
る
と
、

１
９
４
９
年
に
は
神
津
島
港
が
東

京
都
の
管
轄
下
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
都
の
事
業
と
な
っ
た
も
の
の
、

当
初
は
予
算
規
模
が
極
め
て
少
な

く
防
波
堤
の
補
修
と
浚
渫
工
事
が

細
々
と
行
わ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
ま

せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

１
９
５
３
年
に
地
方
港
湾
に
指
定

さ
れ
、
さ
ら
に
離
島
の
人
口
維
持
・

増
加
を
目
的
と
し
た
離
島
振
興
法

が
制
定
さ
れ
る
と
、
国
に
よ
る
離

島
事
業
へ
の
補
助
が
い
っ
そ
う
手

厚
く
な
り
、
こ
れ
を
皮
切
り
に
工

事
の
ペ
ー
ス
が
急
加
速
し
ま
し
た
。

港
内
浚
渫
・
船
揚
場
・
砂さ

わ
ら原
防
波

堤
の
完
成
と
と
も
に
、
客
船
の
岸

壁
が
年
々
延
長
さ
れ
、
１
９
７
１

年
に
は
念
願
の
橘
丸（
１
，８
０
０

ト
ン
）が
初
接
岸
し
ま
し
た
。
そ

の
後
も
接
岸
堤
が
年
々
延
長
さ
れ
、

現
在
で
は
５
，０
０
０
ト
ン
の
大
型

船
が
着
岸
で
き
る
ほ
ど
に
な
り
ま

し
た
。

　
初
め
は
村
の
単
独
事
業
と
し
て

始
ま
っ
た
神
津
島
港
の
整
備
で
し

た
が
、
時
間
の
流
れ
と
と
も
に
港

が
拡
大
し
て
い
き
、
い
よ
い
よ
当

時
で
は
思
い
つ
か
な
か
っ
た
ほ
ど

の
大
型
港
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
次
ペ
ー
ジ
の
写
真
は
同

じ
場
所
か
ら
の
昭
和
40
年
代
後
半

と
現
在
の
写
真
を
比
較
し
た
も
の

で
す
。
道
の
舗
装
化
や
龍
神
ロ
ー

ド
の
建
設
、
さ
ら
に
港
内
が
大
き

く
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
ま
た
、
埋
め
立
て
に
よ

り
全
体
的
に
港
が
大
き
く
な
っ
た

の
が
見
て
取
れ
ま
す
が
、
整
備
前

は
岩
場
で
カ
ニ
を
釣
っ
て
遊
ん
だ

り
な
ど
、
昔
の
港
の
思
い
出
を
持

つ
方
も
多
い
そ
う
で
す
。
港
の
整

備
に
よ
り
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、

人
々
の
懐
か
し
い
思
い
出
も
風
化

さ
れ
な
い
よ
う
に
、
神
津
島
港
の

歴
史
と
と
も
に
語
り
継
い
で
い
か

れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

１・２年生

３・４年生

５・６年生
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ま
も
な
く
神
津
島
港
の
歴
史
も

１
０
０
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
島
の
要
と
し

て
島
民
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

『
（故）
西
川
ご
夫
妻
の
相
続
人
様

か
ら
の
ご
寄
付
に
つ
い
て
』

　

西
川　

巖 

氏
は
、産
婦
人
科
無

医
村
の
状
態
で
あ
っ
た
神
津
島
村

の
診
療
所
長
に
、
昭
和
51
年
４
月

に
就
任
さ
れ
、
ご
夫
妻
で
島
の
生

活
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
様
々
な

問
題
を
抱
え
る
離
島
の
医
療
と
保

健
に
向
き
合
い
、
御
夫
人
と
と
も

に
ご
苦
労
さ
れ
、
今
日
の
島
の
医

療
体
制
を
築
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
８
年
に
は
厚
生
大
臣
賞
を
頂

き
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
、
宮
中

で
拝
謁
の
栄
に
浴
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
す
。

　
余
生
は
御
夫
婦
と
も
に
、社
会
福

祉
法
人
つ
つ
じ
会
神
津
島
や
す
ら
ぎ

の
里
で
静
か
に
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
西
川
ご
夫
妻
の
相
続

人
様
か
ら
、
故
人
の
ご
遺
産
金

二
百
十
三
万
三
千
五
百
四
十
七
円

を
、
お
二
人
が
長
年
過
ご
し
た
神

津
島
村
に
対
し
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。
村
の
発
展
の
た
め
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
西
川
氏
の
足
跡
は
、
神
津
島
村

社
会
福
祉
協
議
会
平
成
23
年
発
行

の「
神
津
島
の
お
年
よ
り
作
文
集

二
巻
」に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
総
務
省
か
ら
の
お
知
ら
せ
』

　

９
月
14
日
か
ら
国
勢
調
査
が
始

ま
り
ま
す
。
日
本
に
住
む
す
べ
て

の
人
が
対
象
の
調
査
で
す
。
ご
自

宅
に
調
査
書
類
が
届
き
ま
し
た
ら
、

ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
村
役
場
総
務
課☎

８

－

０
０
１
１

『
マ
ル
乳
・
マ
ル
子
医
療
証

現
況
届
の
お
知
ら
せ
』

　

９
月
は
現
況
届
の
提
出
月
と

な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
児
童
が
い

る
世
帯
に
は
現
況
届
を
送
付
し
ま

す
の
で
、案
内
を
確
認
の
上
、記
入・

提
出
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間
◆

　
９
月
７
日

（月）
～
19
日

（金）

　
※
土
、
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

◆
受
付
時
間
◆

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

◆
お
問
い
合
わ
せ
◆

　
村
役
場
福
祉
課　
担
当 

五
十
嵐

☎
８

－

０
０
１
１

『「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

義
援
金
」の
受
付
に
つ
い
て
』

　
日
本
赤
十
字
社
よ
り
、「
令
和
２

年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
」の
受

付
に
つ
い
て
ご
案
内
致
し
ま
す
。

　
今
年
７
月
、
九
州
地
方
を
始
め

と
し
た
豪
雨
災
害
に
よ
り
甚
大
な

被
害
が
出
ま
し
た
。
こ
の
災
害
で

被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援
す
る
た

め
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　
令
和
２
年
９
月
１
日

（火）
～

令
和
２
年
12
月
28
日

（月）
迄

【
受
付
方
法
】

　
※
口
座
振
り
込
み

【
災
害
義
援
金
受
付
口
】

ゆうちょ銀行・郵便局
　口座記号
　　00110 －８－ 588189
　口座加入者名

「日赤令和２年７月豪雨災害義援金」

※受領証の発行を希望される場合は通信欄に 
「受領証希望」とご記載下さい。

※ゆうちょ銀行・郵便局窓口での取扱いの場合、
振替手数料は免除されます。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
１
０
５
ー
８
５
２
１

東
京
都
港
区
芝
大
門
１
ー
１
ー
３

　
日
本
赤
十
字
社

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
部

☎
０
３
ー
３
４
３
７
ー
７
０
８
１

『
住
居
確
保
給
付
金
に
つ
い
て
』

　
離
職
・
廃
業
か
ら
２
年
以
内
ま

船揚場から見た
神津島港

桟橋から見た
龍神ロード

現在

現在

昭和40年代後半

昭和40年代後半

第406号 2020（令和２）年９月１日
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た
は
休
業
等
に
よ
り
収
入
が
減
少

し
、
住
居
を
失
っ
た
又
は
失
う
お

そ
れ
が
生
じ
て
い
る
方
々
に
つ
い

て
、
家
賃
相
当
額
を
東
京
都
か
ら

家
主
さ
ん
に
支
給
し
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
対
象
や
要

件
が
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
対
象
要
件
】

①
主
た
る
生
計
維
持
者
が
離
職
・

廃
業
か
ら
２
年
以
内
で
あ
る
場

合
、
も
し
く
は
個
人
の
責
任
・

都
合
に
よ
ら
ず
給
与
等
を
得
る

機
会
が
、
離
職
・
廃
業
と
同
程

度
ま
で
減
少
し
て
い
る
場
合

②
直
近
の
月
の
世
帯
収
入
合
計
額

が
、基
準
額
と
家
賃（
上
限
あ
り
）

の
合
計
額
を
超
え
て
い
な
い
こ

と（大
島
管
内
の
目
安
）

単
身
世
帯
：

基
準
額
７
８
，０
０
０
円
＋
家
賃

（
上
限
）４
０
，９
０
０
円
＝

１
１
８
，９
０
０
円

３
人
世
帯
：

基
準
額
１
４
０
，０
０
０
円
＋
家

賃（
上
限
）５
３
，２
０
０
円
＝

１
９
３
，２
０
０
円

③
世
帯
の
預
貯
金
の
合
計
額
が
、

上
記
基
準
額
の
６
か
月
分
を
超

え
な
い
こ
と

（
大
島
管
内
の
目
安
）

単
身
世
帯
：
４
６
８
，０
０
０
円

３
人
世
帯
：
８
４
０
，０
０
０
円

④
誠
実
か
つ
熱
心
に
求
職
活
動
を

行
う
こ
と

※
月
１
回
以
上
、
大
島
支
庁
の

自
立
相
談
支
援
員
に
よ
る
面

接
等
の
支
援
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

【
支
給
額
】

　
家
賃
相
当
分（
上
限
額
あ
り
。

世
帯
収
入
等
に
応
じ
て
算
出
さ

れ
る
金
額
）

【
支
給
期
間
】

　

原
則
３
か
月（
求
職
活
動
等

を
誠
実
に
行
っ
て
い
る
場
合
は

３
か
月
延
長
可
能（
最
大
９
か

月
ま
で
））

【
問
い
合
わ
せ
】

（
一
般
相
談
）

　
住
居
確
保
給
付
金

　
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０
ー
２
３
ー
５
５
７
２

（
お
申
込
み
受
付
）

　
大
島
支
庁
総
務
課
福
祉
担
当

☎
２

－

４
４
２
１

『
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
の
お
知
ら
せ
』

　
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
世
帯
に
臨

時
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
収
入
が
減
っ
た
ひ
と
り

親
世
帯
は
給
付
金
の
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
村
役
場
福
祉
課☎

８

－

０
０
１
１

『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
の

お
知
ら
せ
』

　
東
京
都
か
ら
児
童
扶
養
手
当
受

給
者
世
帯
に
食
料
品
等
の
生
活
必

需
品
の
提
供
が
有
り
ま
す
。

　

対
象
世
帯
に
送
付
さ
れ
る
申
込

書
類
に
同
封
の
専
用
ハ
ガ
キ
か 

ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
て
申
込
し
て
く
だ

さ
い
。

『
第
29
回〝
明
日
の
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
”

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集
の
お
知
ら
せ
』

　
中
学
生
の
あ
な
た
が
、
大
人
と

な
り
、
社
会
で
活
躍
す
る
頃
、
東

京
は
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
な
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
あ
な
た
が
暮

ら
し
た
い
未
来
の
東
京
の
姿
を
、

自
由
に
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
あ
な
た
が
思
い
描
く
未
来
の
東

京
は
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
で
す

か
。
そ
の
未
来
の
東
京
で
、
あ

な
た
は
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て

い
ま
す
か
。

●
理
想
の
未
来
に
近
づ
く
た
め
に
、

あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
や
、
や
り

た
い
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】

令
和
２
年
７
月
15
日

（水）
か
ら
同
年

９
月
30
日

（水）
ま
で
当
日
消
印
有
効

【
応
募
資
格
】

都
内
在
住
ま
た
は
在
学
の
中
学
生

【
応
募
方
法
等
】

①
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙（
Ｂ
４
判

横
）を
使
い
、
原
則
手
書
き
で
、

縦
書
き
、
日
本
語
で
１
，０
０
１

字
以
上
１
，６
０
０
字
以
内（
２

枚
半
か
ら
４
枚
ま
で
※「
題
」を

含
む
。）に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

②
学
校
で
ま
と
め
て
応
募
さ
れ
る

場
合
は
、
所
定
の「
応
募
者
様
式

（
Ｂ
５
判
）」及
び「
応
募
者
総
括

表（
Ｂ
５
判
」を
添
付
し
て
く
だ

さ
い（
様
式
は
学
校
に
お
送
り
し

ま
す
。）。

事
業
団
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http
s://w

w
w

.to
kyo

-
jinzai.or.jp/

）か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

③
個
人
で
応
募
さ
れ
る
場
合 

（
②
以
外
の
方
）

ア　

都
内
の
学
校
に
在
学
し
て

い
る
方

　
　
所
定
の「
応
募
者
様
式（
Ｂ

５
判
）」を
添
付
し
、
必
ず
学

校
を
通
じ
て
応
募（
学
校
で

「
応
募
者
総
括
表（
Ｂ
５
判
）

も
添
付
」し
て
く
だ
さ
い
。

イ　

都
外
の
学
校
に
在
学
し
て

い
る
方

　
　

原
稿
用
紙
と
は
別
の
紙
に

①
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話

番
号（
保
護
者
の
方
と
日
中

連
絡
の
つ
く
番
号
）、
②
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
③
学
校
名
・

学
年
を
書
き
、
作
品
に
添
付

し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
送
付
先
及
び
問
合
せ
先
】

　
〒
１
６
０
ー
０
０
２
１

　
　
東
京
都
新
宿
区

　
　
　
歌
舞
伎
町
２
ー
44
ー
１

　
　
東
京
都
健
康
プ
ラ
ザ

　
「
ハ
イ
ジ
ア
」12
階

　
一
般
財
団
法
人

　
東
京
都
人
材
支
援
事
業
団

　
業
務
部
管
理
課

　
「
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」担
当

☎
０
３
ー
５
２
９
２
ー
７
０
１
８

来年（令和３年）、神津高校は50周年を迎えます！

記念式典 令和３年11月６日
 午後１時30分～（予定）
 東京都立神津高等学校体育館

祝 賀 会 令和３年11月６日
 午後６時30分～（予定） 
 場所未定

2020（令和２）年９月１日 第406号
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国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

 

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
納
付
書
発
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の

う
ち
、
現
金
で
納
付
さ
れ
て
い
る

方
は
４
月
初
旬
に
１
年
度
分
の
納

付
書
が
送
ら
れ
ま
す
。

※
国
民
年
金
保
険
料
の一部
が
免
除

さ
れ
て
い
る
方
は
、
４
月
分
か
ら

６
月
分
ま
で
の
納
付
書
と
な
り

ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
納

付
猶
予
を
承
認
さ
れ
て
い
る
方
は

７
月
初
旬
に
７
月
分
か
ら
３
月
分
ま

で
の
納
付
書
が
送
ら
れ
ま
す
。

※
年
度
の
途
中
で
60
歳
と
な
ら
れ

る
方
は
60
歳
到
達
日（
誕
生
日
の

前
日
）の
属
す
る
月
の
前
月
分
ま

で
の
納
付
書
と
な
り
ま
す
。

　
「
20
歳
に
な
っ
た
」「
会
社
を
退

職
し
た
」な
ど
の
理
由
に
よ
り
国

民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
と
な
ら

れ
た
方
は
届
書
の
処
理
後
、
３
週

間
程
度
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
書
が
お
手
元
に
届
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度
に
つ
い
て

　

60
歳
ま
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
場

合
や
、
40
年
の
納
付
済
期
間
が
な

い
た
め
老
齢
基
礎
年
金
を
満
額
受

給
で
き
な
い
場
合
な
ど
で
、
年
金

額
の
増
額
を
希
望
す
る
と
き
は
、

60
歳
以
降
で
も
国
民
年
金
に
任
意

加
入
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
等
加

入
者
を
除
く
）

　
た
だ
し
、
申
出
の
あ
っ
た
月
か

ら
の
加
入
と
な
り
、
遡
っ
て
加
入

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
次
の
①
～
④
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
す
方
が
任
意
加
入
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給

を
受
け
て
い
な
い
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保

険
料
の
納
付
月
数
が
４
８
０
月

（
40
年
）未
満
の
方

④
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
等

に
加
入
し
て
い
な
い
方

加
入
手
続
き
の
留
意
点

　

任
意
加
入
に
つ
い
て
は「
外
国

に
居
住
す
る
日
本
人
で
、
20
歳
以

上
65
歳
未
満
の
方
」を
除
き
、
保

険
料
の
納
付
方
法
は
、
口
座
振
替

が
原
則
と
な
り
ま
す
。

　
日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
方

の
任
意
加
入
の
申
し
込
み
窓
口
は
、

お
住
ま
い
の
市
区
役
所
・
町
村
役

場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
ま
た
は
、

お
近
く
の
年
金
事
務
所
と
な
り
ま

す
。

　
手
続
き
に
必
要
な
持
ち
も
の
は
年

金
手
帳
と
預
貯
金
通
帳
お
よ
び
金

融
機
関
へ
の
届
出
印
と
な
り
ま
す
。

（ Ｂ Ｏ Ｄ ）

（ Ｃ Ｏ Ｄ ）

（ Ｓ Ｓ ）

大 腸 菌 群 数

水 質 分 析 項 目 神津島村放流水質 水質汚濁防止法排水基準

5化学的酸素要求量

浮 遊 物 質 量

神津島地区農業集落排水処理場放流水質分析結果【令和2年7月分】

2

生物化学的酸素要求量 ４０

４０

ｍｇ／Ｉ

ｍｇ／Ｉ

ｍｇ／Ｉ

　上記の分析結果から水質汚濁防止法排水基準と比較すると数値が下まわっておりますので、
外部への影響及び海洋生物への影響はないと考えております。
　今後も引き続き放流水について分析を実施し、随時、村民の皆様へお知らせ致します。

10以下 個／㎤

ｍｇ／Ｉ

ｍｇ／Ｉ

ｍｇ／Ｉ

個／㎤
（日間平均）

2

3,000

８０

 「
五
島
を
つ
な
ぐ
～
支
庁
の
窓
～
」Ｎｏ．５３

　

大
島
支
庁
港
湾
課
で
は
、
大
島
、

利
島
、
新
島
、
式
根
島
、
神
津
島
の

各
港
に
お
い
て
、
安
全
性
や
利
便
性

を
高
め
る
た
め
の
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
、
三
浦
漁

港
（１）
防
波
堤
緊
急
復
旧
工
事
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
三
浦
漁
港
の
中
で

も
最
も
外
洋
に
位
置
す
る

（１）
防
波
堤

は
、
港
内
の
静
穏
度
向
上
を
目
的
と

し
平
成
20
年
度
に
完
成
し
た
も
の
で

す
が
、
昨
年
10
月
12
日
に
襲
来
し
た

台
風
19
号
に
よ
り
、
ケ
ー
ソ
ン
側
壁

が
破
損
し
、
内
部
の
砂
が
流
出
す
る

大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
都
港

湾
局
と
大
島
支
庁
で
は
、
い
ち
早
く

機
能
を
回
復
す
る
た
め
、
緊
急
に
て

被
災
状
況
の
調
査
と
復
旧
方
法
の
検

討
を
行
い
、
昨
年
12
月
か
ら
復
旧
工

事
に
着
手
し
ま
し
た
。
破
損
し
た
側

壁
の
前
面
を
鋼
製
の
型
枠
で
囲
い
、

破
損
し
た
側
壁
と
と
も
に
空
隙
を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
て
充
填
す
る
工
法
を

と
り
ま
し
た
。
海
象
状
況
の
影
響
を

受
け
や
す
く
難
し
い
工
事
で
し
た
が
、

台
風
シ
ー
ズ
ン
前
に
無
事
完
了
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
港
を
利
用
さ
れ
る
皆
様
に
は
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
今
後
も

港
湾
事
業
へ
の
御
理
解
と
御
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

ケーソン側壁破損

台風19号による被災状況

鋼枠据付状況

施行箇所

第406号 2020（令和２）年９月１日
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☆
皮
膚
科
専
門
診
療
の
お
知
ら
せ

日
　
時 

９
月
14
日

（月）
～
９
月
16
日

（水）

申
込
み 

８
月
31
日

（月）
～
９
月
４
日

（金）

☆
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
診
療
の
お
知
ら
せ

日
　
時 

10
月
１
日

（木）
～
10
月
３
日

（土）

申
込
み 

９
月
14
日

（月）
～
９
月
18
日

（金）

　
各
種
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
い
た

し
ま
す
。　
　
　
☎
８

－

０
０
１
０

☆
保
健
師
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
保
健
師
が
住
民
の
健
康
に
関
す
る

悩
み
や
相
談
に
応
じ
ま
す
。

「
来
月
、
住
民
健
診
を
受
け
る
け
ど
、

今
か
ら
何
か
改
善
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
…
」「
家
族
の
こ
と
で
心
配
な

こ
と
が
…
」「
不
安
や
悩
み
が
あ
る

け
ど
、
話
せ
る
相
手
が
い
な
い
…
」

な
ど
の
相
談
を
気
軽
に
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
保
健
師
専
用
の
電
話
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
を
設
け
て
い
ま
す
。

不
安
や
相
談
ご
と
が
あ
る
方
は
、
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

保
健
師
専
用　
電
話
番
号

☎
０
９
０

－

３
５
９
４

－

４
２
８
１

☆
パ
パ
マ
マ
ク
ラ
ス
の
ご
報
告

　
檜
原
村
の
濵
中
助
産
師
を
お
招
き

し
、
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
夫
を
対
象
と

し
た
パ
パ
マ
マ
ク
ラ
ス
を
行
い
ま
し

た
。
３
組
の
ご
夫
婦
が
参
加
さ
れ
、

妊
娠
中
や
産
後
の
生
活
、
分
娩
に
つ

い
て
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」「
改

め
て
お
産
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

☆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業

　
『
お
誕
生
お
め
で
と
う
』

石
田　
翠（
す
い
）
ち
ゃ
ん

　
令
和
２
年
６
月
１
４
日
生
ま
れ

　
父　
寛
昭
・
母　
美
紀

※
個
人
情
報
の
無
断
で
の
使
用
は
禁
止

い
た
し
ま
す
。

※
写
真
等
個
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は

保
護
者
の
了
解
を
得
て
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　
８
月
号
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
に
掲

載
し
ま
し
た　
堀　
愛
波（
い
と
は
）ち
ゃ
ん

の
父
の
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
正
し
く
は
「
史
康
」
さ
ん
で
す
。

　
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

●保健センター	☎8-0010		●診療所　　	☎8-1121
●診療所歯科　	☎8-1361		●保健所支所	☎8-0880

	2020年９月

日付 曜日 行事名 会　　　場 内　　　　　容

2 水 幼児歯科相談 保健センター １才６ヶ月、３才児健診後のフォロー健診

4 金 予防接種日 診療所 乳幼児予防接種（予約制８月２１日締切）

10 木 乳幼児健診 保健センター 診察、計測、育児栄養相談

17 木 ６，７ヶ月、９，１０ヶ月児健診 診療所 診察、計測、栄養相談

18 金 予防接種日 診療所 乳幼児予防接種（予約制９月４日締切）

	2020年10月

日付 曜日 行事名 会　　　場 内　　　　　容

2 金 予防接種日 診療所 乳幼児予防接種（予約制９月１８日締切）

7 水 幼児歯科相談 保健センター １才６ヶ月、３才児健診後のフォロー健診

8 木 乳幼児健診 保健センター 診察、計測、育児栄養相談

＊理学療法士の運動教室については月 3 ～ 4 回の開催予定です。詳しくは文字放送をご覧ください。

保健センター

LINE ＠
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7

広
報
こ
う
づ

【
み
ん
な
の
広
場
】

〈
季
節
の
歌
〉

今月の一押し！
コサメビタキ

全長　13cm　　　スズメ目ヒタキ科　　　夏鳥
撮影日時：2012年5月21日　　　撮影場所：鍛冶山

　三種のサメビタキ族の中で一番小さく、メジロくらいの大きさです。
　神津島には春と秋の渡りの時期に少数見られるくらいで、神津での繁殖
の記録はありません。
　オリーブ色の背中と少し汚れた感じの白いお腹。嘴からつながるアイリ
ングが特徴です。
　他のサメビタキと同様にフライングキャッチで飛んでいる昆虫などを食
べます。
　9月の前半に林の中で見かけるかもしれません。　　　　　桜井　基計

『 

ひ
ら
ひ
ら
と
　
枯か
れ
は葉
一い
ち
ま
い枚

　
水み
ず

溜た

ま
り

月つ
き
も
映う
つ
り
て
　
絵え

に
な
り
揺ゆ

れ
る 

』

『 

水み
ず
な
し
で
　
生い

き
て
行ゆ

け
な
い
　
人に
ん
げ
ん間
に

ま
た
も
列れ
っ
と
う島

　
豪ご
う
う雨
の
恐き
ょ
う
ふ怖 
』

清
水　
幸
枝

『 

禍
わ
ざ
わ
いの

　
襲お
そ
い
来き
た
り
て
　
路ろ
じ地
裏う
ら
に

流な
が
し
の
歌う
た
の
　
一ひ
と
つ
も
聞き

け
ず 

』

『 

セ
ン
ダ
ン
の
　
青あ
お

葉ば

美う
る
わし

　
墓ぼ
ち地
の
端は

に

仰あ
お
ぎ
て
今き
ょ
う日
も
　
心
こ
こ
ろ

静し
ず
か
な
り 

』

神
津　
島
雄

※
四
季
の
歌
を
詠
ん
で
頂
け
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
役
場
広
報
担
当
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
　
随
　
想
　
】

村
　
長
　
前
田
　
　
弘

〔
星
空
保
護
区
認
定
申
請
に
向
け
て
〕

　
昨
年
度
よ
り
星
空
保
護
区
認
定
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
が
、
申
請
に
必
要
な

都
道
や
村
道
の
街
灯
・
防
犯
灯
等
の
照
明
器

具
の
改
変
工
事
も
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
27
日
に
は
、
こ
の
事
業
の
取

り
組
み
に
対
す
る
賛
同
書
を
東
京
都
庁
に

て
、
小
池
都
知
事
よ
り
直
接
頂
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

 

他
の
関
係
団
体
や
関
係
機
関
か
ら
戴
い
た

賛
同
書
と
共
に
、
申
請
書
に
添
付
し
８
月
24

日
正
式
に
申
請
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

（
こ
の
広
報
が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
頃

は
、
申
請
も
無
事
に
済
ん
で
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
当
初
は
６
月
の
申
請
を
計
画
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り

延
び
延
び
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。）

　
な
お
、
認
定
さ
れ
る
ま
で
に
は
３
ヶ
月
程

の
期
間
を
要
す
る
と
の
こ
と
で
、
今
年
の
11

月
以
降
の
認
定
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
こ
の
取
り
組
み
に
対
し
「
島
全
体
が
暗
く

な
る
か
も
知
れ
な
い
。
？
防
犯
の
面
は
大
丈

夫
な
の
か
。
？
」
等
、心
配
さ
れ
な
が
ら
も
、

将
来
の
神
津
島
の
自
然
保
護
や
環
境
保
全
に

つ
い
て
ご
理
解
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
神
津

島
村
住
民
皆
様
は
じ
め
、
全
面
的
な
協
力
を

頂
き
ま
し
た
東
京
都
並
び
に
各
関
係
機
関
の

皆
様
に
心
か
ら
、
深
く
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
神
津
島
村
は
こ
れ
を
機
に
、
児
童
・
生
徒

の
天
体
観
測
教
室
や
自
然
保
護
等
、
自
然
教

育
の
場
と
し
て
活
用
す
る
と
共
に
、
観
光
振

興
活
性
化
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

〔
子
々
孫
々
に
満
天
の
星
が
観
れ
る
環
境
を

引
き
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。〕

天上山のキキョウ
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日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

▲
▲

小学校「始業式」
「引渡訓練」

▲
▲

中学校「始業式」
「避難訓練」 
「集団下校」

▲
▲

高校「始業式」 
「避難訓練」

▲
▲

幼児歯科相談 ▲
▲

高校「実力テスト」 ▲
▲

予防接種日

▲
▲

第３回定例会 ▲
▲

中学校 
「生徒会役員選挙」 
「立ち会い演説会・
投票」

▲
▲

乳幼児健診

▲
▲

中学校 
「土曜授業日」

（非公開）
▲

▲

６，７ヶ月、 
９，１０ヶ月児健診

▲
▲

中学校「シーサンド
フェスティバル」
（１年生）（８：２０～）

▲
▲

予防接種日

▲
▲

中学校 
「土曜授業日」
（公開検討中）

敬老の日 秋分の日

▲
▲

第２７回 
渚の花火大会

（19:30～）

▲
▲

中学校「運動会」
（予備日９/２７）

※コロナウィルス感染
拡大防止のため中
止の場合もあり

30 31 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 1 2 3

　

次
第
に
日
が
短
く
な
り
、
夏
の
終
わ
り
が

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は

イ
ベ
ン
ト
が
ほ
と
ん
ど
な
く
静
か
な
夏
で
し

た
が
、
来
年
は
賑
や
か
な
夏
に
な
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

　

秋
が
近
づ
い
て
い
る
と
は
い
え
、
ま
だ
ま

だ
残
暑
が
厳
し
い
の
で
、
体
調
に
は
十
分
ご

配
慮
く
だ
さ
い
。

編
集
担
当
よ
り

2020　September

 ◆地デジ３チャンネルでは『神津テレビ』と『文字放送』を
　 放送しています。
 　・神津テレビ（島の話題・ニュース等）

通常放送：平日午後７時３０分から（翌日午前７時３０分から前日の
再放送）、再放送（その週放送の全番組）：土日午後７時３０分から

（翌日朝の再放送はなし） 
　・文字放送（相場情報・お知らせ等）
　　　　　　　　　　　　…毎日、神津テレビ放映時間を除く終日
 
 ◆神津テレビでは、皆様からの情報をお待ちしております。
 　番組のリクエストやご意見など、お気軽にご連絡ください。

 　　　　　　　　　　情報通信課　情報通信係　☎８－0011

神津テレビからのお知らせ編
集
後
記

令和２年 村民カレンダー

※	黒字・・・村行事等（公共機関含む）　　青字・・・学校行事　　緑字・・・保健センター行事（詳しくは保健カレンダー）

9        個人住民税
  PRキャラクター

    「ぜいきりん」

～税金等の納付は口座振替で～　村税等の納付は口座振替が便利です!!

10月の主な行事予定 
2 ㈮ 中学校・高校「神津高校説明会」、予防接種日

7 ㈬ 幼児歯科相談
8 ㈭ 乳幼児健診
10 ㈯ 小学校「運動会」

8

広
報
こ
う
づ
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～９月の税目～

納期限	 9月30日（水）　
税　目	 国民健康保険税		第４期


